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• 日本皮膚科学会では、30才以下の
女性割合が70%を越えた。

• そこで、さまざまな問題について学
会をあげて検討すべく「皮膚科の女
性医師を考える会」が発足し調査を
行った。
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衝撃の事実

40歳になっても大学で仕事をしている人は入局者の1割
に過ぎない。

であれば、指導者層に女性が少ないのは、当然のこと。

女性皮膚科医の多 くは専ら指導される側であり、指導す
る側には殆どまわっていないとい うことが明らかになった。

7割ショック
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全国アンケート調査結果(2009年）

1) 入局後５−１０年で女性医師の７割が大学をやめている。

2) １５年以上大学に残る女性医師は全体の１割。

3) ４５歳以下の女性医師のうち，週４１時間以上の勤務をしている

医師は３割にすぎない。

4) 常勤をやめる理由のうち３割は育児と回答，７割は無回答。

5) 結婚した女性皮膚科医の７割が夫の転勤についていくと回答。

6) 女性医師の９割が育児中の病棟，当直業務の免除を希望。

7) 育児中以外でも同様の処遇を希望する女性医師が６割いる。
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問題

女性皮膚科医• の多くが皮膚科専門医取得後、
40歳くらいまでに離職ないしフルタイムの病院勤
務を離れている。

この• 状態を放置しておくと、研究はもちろん、入

院機能を持つ病院における皮膚科の働きは矮
小化し、皮膚科学は、これまでどおりの役割を保
つことができなくなる。

皮膚科学• の将来を担う能力と意欲のある人材を
広く発掘し、除くべき障害は取り除きつつ、自ら
困難を乗り越える力を養成する必要がある。
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「皮膚科の女性医師を考える会」は、さま
ざまな形で女性医師のサポートを開始。

現在では、その内容を継承しながら、
「キャリア支援委員会」と名称を改め、女
性だけでなく男性皮膚科医師も含めた
キャリア支援についてのサポートを行って
いる。
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キャリア支援委員会

東部支部

委員（２名）

協力委員

（各大学1名）

東京支部

委員（２名）

協力委員

（各大学1名）

中部支部

委員（２名）

協力委員

（各大学1名）

西部支部

委員（２名）

協力委員

（各大学1名）

組織図

各種ワーキンググループ（男性、女性）

女性が企画実行振り返りを体験
男性型社会での処世術を学ぶ
生きたロールモデルと出会う現場の声を集約し、現場に声を掛けるための仕組み
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2008年頃の目標

指導者

自立してよい仕事を
する医師

働きやすい職場環境

不安定層支援策
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2014年頃〜の目標

（1）皮膚科学における指導的役割を担う人材の
育成

（2）皮膚科勤務医の就労の継続および再開の
支援

（3）皮膚科医の使命感と公共心の涵養
指導者

不安定群

自立してよい仕
事をする医師

8



女性医師・若手医師のサポート活動

メンターによるメンティ• の相
談会

総会時• の教育講演 春

皮膚科• リーダー養成ワーク
ショップ

サマースクール•
情報• 収集(アンケート）＆情
報発信(ニュースレター）
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「皮膚科の女性医師を考える会」活動紹介
メンターによるメンティの相談会（通称M&M）

良き指導者・
先輩医師

メンターに指導
を受ける人

メンター メンティ

相談

指導・助言
（メンタリング）

メンティの自発的・自律的発達を促す
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事前に行ったメンティへのアンケートをもと
にメンターとのマッチングが行われ、メン
ターとメンティそれぞれ２、３人ずつのグ
ループでの相談会を行いました。他施設
の現状を知る機会にもなります。
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なぜM&Mをするのでしょうか？

女性• は、様々なライフイベントに直面し、困難を感
じると、医師を続けることができない、仕事を辞め
たいと考えたくなります。

ほとんどの• 女性皮膚科指導者は、良い上司に指
導されて成功した事実がありました。

先輩• は、皮膚科を続けるうえで経験したいろいろ
なこと、どうやってレベルアップしてきたか、困難
をどうやって乗りこえてきたかを（失敗も含めて）
悩んでいる後輩に伝えたいと思っています。

こうして、M&Mは始まりました！
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M&Mのめざすもの

• 他施設に友人知人を持つこと。
• 様々な年代の友人知人を持つこと。
• メンティが辞めないで皮膚科医を続けること。
• メンティが困難を乗り越えて、自立すること。
• 皮膚科という学問に真摯に取り組む女性医師を
増やすこと。

• いい仕事をする女性医師が増えること。

指導者

不安定群

自立して
よい仕事をする医師

M&M
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どんな相談が多いのでしょうか？

• 皮膚科医としての自分自身のこと
– 皮膚科の知識や技能を上げたい。どうしたらいい？
– 専門医取得、大学院、留学など進路のこと
– 自分の売り（サブスペシャリティ−）の見つけ方

– 漠然とした皮膚科医としての将来像
• 直面している（するであろう）困難について

– 職場の人間関係や患者さんで困っていること
– 婚活のことや妊娠出産のタイミング
– 配偶者が転勤、どうしたらいい？
– 産後の職場復帰や育児中の仕事のこと

• 他大学・医局の事情も知りたい
• ロールモデルとなる先生の話を聞きたい

皮膚科医と
してのあなた
の人生にお
いて悩んで
いることがあ
なたの相談
事項です！
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M&Mに参加してよかったこと

メンター
• 若い先生の成長やモチベー
ション向上を感じた。

• 若い先生と話すことで自分を
見直すきっかけになった。

他支部• 、他施設の先生と交流
できた。

• 他のメンターの意見や他施設
の事情を知ることが参考に
なった。

• 若い医師の育て方や幸せを
常に考えるようになった。

メンティ
• 他の医局の先生がたの話を
聞ける会であり有意義。

• 勉強の仕方や診療について
参考になる話を聞けた。

• 結婚・出産・育児を経験した先
生の具体的なお話を聞けてよ
かった。

• 時間がかかってもいいんだと
いわれてがんばる気持ちにな
れた。
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総会 教育講演
皮膚科リーダー養成ワークショップ
他施設• に友人知人を持つこと。

様々• な年代の友人知人を持つこと。

メンティが• 辞めないで皮膚科医を続けること。

メンティが• 困難を乗り越えて、自立すること。

皮膚科• という学問に真摯に取り組む女性医師を
増やすこと。

いい• 仕事をする女性医師が増えること。

指導者

不安定群

自立して
よい仕事をする医師
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総会 この人のキャリアがききたい
チラシ

日本皮膚科学会総会 講演
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皮膚科専門医取得後の医師を対象に、

皮膚科の将来を担うリーダー育成を目指し開催。

定員30名（１泊２日）
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プログラム 写真
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プログラム 写真

その他にも盛りだくさんのプログラムがあります。
知り合いが増えます。メンターに出会えます。 21
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PDCAを回す

目的• が達成されているか？
調査

結果• を会員へフィードバック

キャリア• 支援の広く知っても
らうためにニュースレターを
今年から刷新しました。
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10• 年前のメンティが，メンターになって下の世代をメ
ンタリングするようになった。

男性• だけでなく多くの女性が指導医として自覚して
活躍するようになった。

指導者

自立してよ
い仕事をす
る医師
不安定群

指導者

不安定群

指導医養成ワーク
ショップ

自立してよい仕
事をする医師

後期研修医

M&M

活動の成果

サマースクール
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